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（市町村毎の国民健康保険の運営（従来））





国保広域化・大阪モデル





住民の


制度理解


の促進





府内統一保険料・


減免等の共通基準





府・市町村の共同の激変緩和措置


統一保険料化に伴う激変緩和


減免等の共通化に伴う激変緩和


法定外一般財源投入の段階的解消





基金





＋





インセンティブのしくみ








新たな


価値の


創出





共同・連携・場づくり





大阪独自の広域化メリット


健康マイレージの広域展開


生涯現役促進施策との連携


調査分析事業


研究教育事業


各市町村支援・業務一元化


協議の場・府内一体の体制





基金





府・市町村の共同の計画





国民健康保険の構造的課題を乗りこえ、持続可能な運営へ





広域化・統一保険料化を前向きに捉え、構造的課題を乗りこえる契機とする


統一保険料・共通基準を可能とし広域化メリットを創出する諸制度・体制の整備により、全市町村にとってメリットある改革とする


この改革パッケージは先駆的な「大阪モデル」として全国に示すことができる
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